
 

 

 

 

 

 

 

                
新年おめでとうございます。令和６年は、１月１日に石川県能登半島で M7.６の大きな地震が発生す

るという衝撃的な幕開けとなりました。２００人を超える方々が、この災害によって亡くなられました。そして、
非常に多くの方が被災され、被害が大きい地域では、再開のめどが立たない学校も多くあると報じられ
ています。輪島市の中学生については、希望する生徒は家族と離れ集団避難を行うという報道もありまし
た。被災されたみなさんが、通常の生活を営むことができる日が、一日も早くきてほしいと願わずにはい
られません。 
今回の震災を通して、災害は他人ごとと思っていてはいけないことや当たり前の日常がいかに尊いも

のであるかを改めて気づかされました。始業式で子どもたちには、「直接私たちが出かけて行って、被災
された方を助けてあげることは難しい。だからこそ、自分ができることは何かを考え、一日一日を大切にし
ていかなくてはならない。」と伝えました。 
また、始業式では今年の干支「甲辰」について話をしました。 
甲は、甲冑（かっちゅう）の「甲」の文字から鎧や兜を連想させ、種子が厚

い皮に守られている状態を表します。そして、種子の様子から、生命や物事の
始まり、成長を意味しています。 
辰は、「振るう」という文字に由来していて、草木が成長して活力が旺盛に

なる状態を表します。また、辰は龍のことであり、龍は、空に昇り、自在に飛翔
するといわれていることから、成功を表しています。 
つまり、今年は 
【今の自分の殻（から）を破（やぶ）り、大きく成長する年】なのです。 
３学期は、今の学年を締めくくり、次の学年・学校に向けての力をためる大

切な学期です。そこで、子どもたち一人一人が、2024 年をよい年にするために 
どんな力をつけたいのかを考えてめあてを立てました。毎日の学校生活を通して、 
自分や友達のよさやがんばりに気づき、友達や先生と共に活動する楽しさを実 
感し、今の自分から大きく成長し、次のステップへ飛翔してほしいと思います。 
そのために、全教職員で力を合わせ、子どもたちを支えていきます。 
保護者・地域のみなさま、今年も、ご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

  
 
 
 
 
  話題になっていた、大リーガー大谷翔平選手のグローブが冬
休みに届きました。そこで、始業式の後、全校に紹介をしました。
グローブを見つめる子どもたちの目が、本当にキラキラ輝いて
いて、みんなを笑顔にする幸せのグローブだと感じました。 
その週には、さっそく貸し出し簿に名前を記入して使う子ども

たちがいました。佐太小学校に寄贈していただいたグローブの
うち、右利き用の２つは、大谷選手の「野球しようぜ！」に応える
ように、既にボールの跡があります。大谷選手も喜んでくれてい
るのではないでしょうか。 
  野球だけでなく、様々なスポーツがあります。子どものうちに、
多くの体験をして、体を動かす楽しさを知ってほしいと思います。
その経験が将来の健康の保持増進であったり、毎日の充実にも
つながっていったりすると思います。 

令和６年１月１９日 
 文責 校長（小山美子） 

佐太小学校だより 
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今年も、絵手紙講師
の安達久美子さんが、
ご自身が描かれた干支
の絵を寄贈してくださ
いました。佐太小学校
の玄関に飾らせてもら
っています。 

 

 

 



子どもたちは、それぞれの委員会で、「みんなの笑顔 
  輝く佐太小学校」をつくるためにどうしたらよいかを考 
え、様々な活動に取り組んでいます。 

３学期がスタートして、２つの委員会がフェスティバルを行いました。 
 
 
 
１月１０日（水）は、生活委員会の子どもたちが「１年生から６年生

まで全校のみんなで遊んでなかよくなろう」という目標を立て、企画
した『ニコニコフェスティバル』がありました。 
 体育館での【しっぽとり】、図工室での【たからさがし】、ひまわりホ
ールでの【だるまさんがころんだ】、どこの遊びのコーナーに行って
も、子どもたちの楽しそうな声と笑顔があふれていました。 
委員会の子どもたち

は、２学期から計画、準備
をしてきました。来てくれ
た友達に楽しんでもらえ
るように、当日も説明や進
行をがんばっていました。
目標に向かって努力し、そ
れが実現することで得ら
れる充実感を存分に味わ
った子どもたちでした。 
 
 
 
 
１月１７日（水）は、環境委員会の子どもたちの企画による『クリーンフェスティバル』がありました。この

フェスティバルは、「クイズやゲームなどの楽しい活動を通して、ごみの分別方法やそうじ用具の正しい使
い方を全校のみんなに知ってもらう」ことをねらいにして行いました。 
松江市は「SDGｓ未来都市」に選定されています。ごみの分別や削減は、身近な SDGｓの取組の一つ

といえます。自分たちができることを続けていく、取組を少しずつ広げていくことで「持続可能な佐太小学
校」「持続可能な松江市」をつくっていきたいと考えます。 

 

～新しい先生の紹介～ 

 

 

 
 

 
 
★ 学校の取組内容や、子どもたちの様子について等お気づきのことがございましたら、情報をお寄せください。 

佐太小学校 TEL：８２－０１８５ FAX;８２－０７６９ e-mail：sada-e@city.matsue.ed.jp 

 

 

 

 昨年度まで初任者研修の指導で来てくださっていた高瀬美砂子先生が、３学期から赴任されまし

た。主に５年生と３年生の学習指導に入ってくださいます。どうぞよろしくお願いします。 

ごみ集めゲーム 箱の中身当てゲーム クイズラリー 
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